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No,4の講義内容
‘鉄鋼材料’テキストp103-p124

• 1.　鉄鋼の製造方法
• 2.　鉄鋼材料の概略
• 3.　構造用鋼
• 4.　機械構造用鋼
• 5.　薄鋼板
• 6.　ステンレス鋼
• 7.　鋳鉄と鋳鋼



　　　　　　　　
　鉄鋼の製造方法

• 高炉から出てくるもの
が銑鉄（4%C含有）製
鋼課程でCを抜いて強
靱にする。これが鋼。

• 連続鋳造でスラブ（板
等の元）ブルーム（シー
ムレスパイプ、形鋼な
ど）、ビレット（丸棒、ク
　ランクシャフト）に分
かれ圧延、板溶接、穿
孔、などの加工工程で
製品化





　　　　　　　　　鉄鋼の用途

• 鋼板は厚鋼板(6mm
厚さ以上）　熱延鋼板
（自動車部品）冷延鋼
板（自動車外板）表面
処理鋼板（家電）

• 鋼管は発電用、油井
管、ラインパイプなど。

• 形鋼（レールなど）棒
鋼線材、鍛鋼品（車
輪車軸）

• 鋳造品



強度
と製
品

• 炭素の
含有量
で強度
が決ま
る。

• 熱処理
で強度
が決ま
る。



使用環
境と材
料

• 高温水、
海水、酸、
SO2、
CO2環
境、極低
温などで
使用され
る材料
は異なる。



構造用鋼板

• 橋梁、建
設にはSS、
SM、HW
が使用さ
れる。

• LNGタン
クなどな
Ni鋼など。



高温用鋼



機械構造用鋼

• 炭素鋼
（合金を含
まない）の
代表は
S45C
（Carbon　
Steelで炭
素含有の
中央値が
0.45%）

• 高強度の
ため合金
(Ni,Cr,Mo
等）を添加
→合金鋼



炭素鋼



合金添加の効果



クロ
ム鋼



クロム
モリブ
デン鋼



ニッケルクロ
ムモリブデ
ン鋼



鋼の組織（高温と徐冷後の場合）



熱延高張力鋼板の例

• フェライト+パーライトは通
常徐冷したときに出来る
組織。

• フェライトはα鉄、パーライ
トはα鉄とセメンタイト
Fe3Cとの混合組織。

• ベイナイト、マルテンサイ
トは急速冷却（焼き入れ）
時に表れる組織



ステンレス鋼(1)



ステンレス鋼(2)



鋳鉄の種類



鋳鉄の組織


